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健

知

袋

康

恵

◆
化
学
物
質
過
敏
症
と
は

　
化
学
物
質
過
敏
症
は
、
過
敏
と
い
う

名
が
示
す
よ
う
に
、
ご
く
少
量
の
物
質

に
で
も
過
敏
に
反
応
す
る
点
で
は
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
に
似
て
い
ま
す
。

　
最
初
に
あ
る
程
度
の
化
学
物
質
を
浴

び
る
と
（
曝
露
）
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
で

い
う
感
作
（
一
度
侵
入
し
て
き
た
ア
レ

ル
ゲ
ン
を
そ
の
時
に
身
体
が
記
憶
し
、

二
度
目
に
侵
入
し
て
き
た
時
に
、
す
ぐ

攻
撃
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
）

と
同
じ
よ
う
な
状
態
と
な
り
、
二
度
目

に
同
じ
物
質
に
少
量
で
も
曝
露
さ
れ
る

と
過
敏
症
状
が
現
れ
ま
す
。
時
に
は
、

最
初
に
曝
露
さ
れ
た
物
質
と
二
度
目
に

曝
露
さ
れ
た
物
質
が
異
な
る
場
合
も
あ

り
、
こ
れ
は
多
種
化
学
物
質
過
敏
症
と

呼
ば
れ
ま
す
。

 
化
学
物
質
過
敏
症
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
の
よ
う
な
症
状
だ
け
で
な
く
、
低

濃
度
の
化
学
物
質
に
反
復
曝
露
さ
れ
て

い
る
と
体
内
に
蓄
積
し
、
慢
性
的
な
症

状
が
現
れ
る
中
毒
性
疾
患
も
併
せ
持
ち

ま
す
。

 
化
学
物
質
過
敏
症
は
未
解
明
の
部
分

が
多
い
疾
患
で
す
が
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性

と
中
毒
性
の
両
方
に
ま
た
が
る
疾
患
、

あ
る
い
は
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
と
急
性
・

慢
性
中
毒
の
症
状
が
複
雑
に
絡
み
合
っ

て
い
る
疾
患
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

◆
化
学
物
質
過
敏
症
の
症
状

　
頭
痛
、
全
身
倦
怠
感
、
不
眠
、
便
秘
、

動
悸
な
ど
特
徴
の
な
い
症
状
が
多
い
よ

う
で
す
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
症
状
を
訴
え
る
人
が
い
ま
す
。

◆
反
応
を
起
こ
す
原
因

・
家
の
中
で
は
…

洗
剤
、
漂
白
剤
、
芳
香
剤
、
建
材
、

接
着
剤
、
ホ
ル
マ
リ
ン
、
防
ダ
ニ
グ

ッ
ズ
、
防
菌
グ
ッ
ズ
、
塗
料
、
カ
ビ
、

シ
ロ
ア
リ
駆
除
剤
な
ど

・
屋
外
で
は
…

排
気
ガ
ス
、
殺
虫
剤
、
除
草
剤
、
大

気
汚
染
物
質
な
ど

・
食
べ
物
で
は
…

食
品
添
加
物
、
残
留
農
薬
、
保
存
料
、

着
色
料
、
甘
味
料
、
香
料
な
ど

◆
診
断
と
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
県
内

の
医
療
機
関

　
県
内
で
は
、
国
立
病
院
機
構
高
知
病

院
（
蕁

０
８
８
―

８
４
４
―

３
１
１
１
）

に
化
学
物
質
過
敏
症
外
来
が
あ
り
ま
す
。

診
療
可
能
日
は
、
毎
週
水
曜
日
午
後
２

時
か
ら
午
後
３
時

３０
分
ま
で
の
予
約
制

で
す
。

◆
わ
た
し
た
ち
が
で
き
る
こ
と

　
身
の
回
り
で
普
通
に
使
わ
れ
て
い
る
化

学
物
質
に
反
応
し
て
症
状
の
出
る
方
の

中
に
は
、
学
校
や
公
共
の
場
に
入
る
こ
と

も
困
難
な
方
が
い
ま
す
。

　
化
学
物
質
過
敏
症
と
い
う
疾
病
で
不

便
な
生
活
を
強
い
ら
れ
困
っ
て
い
る
方

が
い
る
こ
と
を
理
解
し
、
公
共
の
場
な

ど
で
は
原
因
と
な
る
物
質
を
で
き
る
限

り
控
え
る
な
ど
、
身
近
に
で
き
る
配
慮

が
大
切
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
蕁

４
３
―

２
８
３
６

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁

５
５
―

７
３
７
３

　
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
な
い
の
に
、
た

ば
こ
の
煙
を
吸
っ
て
し
ま
う
の
が
受
動

喫
煙
で
す
。
こ
の
受
動
喫
煙
を
防
ぐ
た

め
、
平
成

３０
年
７
月
に
健
康
増
進
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
改
正
さ
れ

た
法
律
は
、
令
和
元
年
７
月
か
ら
段
階

的
に
施
行
さ
れ
、
令
和
２
年
４
月
に
は

全
面
施
行
さ
れ
ま
す
。

◆
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

・
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
な
く
す

　
屋
内
に
お
い
て
、
受
動
喫
煙
に
さ
ら

さ
れ
る
こ
と
を
望
ま
な
い
人
が
そ
の
よ

う
な
状
況
に
置
か
れ
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

・
受
動
喫
煙
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
子

ど
も
、
患
者
な
ど
に
特
に
配
慮

　
２０
歳
未
満
の
人
や
患
者
が
主
た
る
利

用
者
と
な
る
施
設
や
屋
外
で
の
受
動
喫

煙
対
策
を
一
層
徹
底
し
ま
す
。

・
施
設
の
類
型
・
場
所
ご
と
に
対
策
を
実
施

　
各
施
設
ご
と
に
、
敷
地
内
禁
煙
に
し
た

り
、
喫
煙
場
所
を
限
定
す
る
な
ど
、
受
動

喫
煙
対
策
を
徹
底
し
ま
す
。

◆
施
設
ご
と
の
受
動
喫
煙
対
策

・
第
一
種
施
設
【
学
校
、
児
童
福
祉
施
設
、

病
院
、診
療
所
、行
政
機
関
の
庁
舎
な
ど
】

　
７
月
１
日
（
月
）
よ
り
、
原
則
敷
地
内

禁
煙
と
な
り
ま
す
。

・
第
二
種
施
設
【
第
一
種
施
設
以
外
の
施
設
】

　
令
和
２
年
４
月
１
日
よ
り
、
原
則
敷

地
内
禁
煙
と
な
り
ま
す
。
喫
煙
場
所
を

設
け
る
に
は
、
喫
煙
専
用
室
の
設
置
な

ど
の
対
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

喫
煙
が
可
能
な
場
所
に
は
、
客
・
従
業

員
と
も
に

２０
歳
未
満
は
立
ち
入
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
蕁

４
３
―

２
８
３
６

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁

５
５
―

７
３
７
３

化
学
物
質
過
敏
症
に
つ
い
て
知
ろ
う

健
康
増
進
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た


